
第 10回 日本介護支援専門員協会 九州・沖縄ブロック研究大会 

第 3回 福岡県介護支援専門員協会 研究大会 

一般演題発表者募集要項 

☆分科会での一般演題発表者を募集します。皆様のご応募をお待ちしております☆ 

 

１．応 募 資 格 

発表者は日本介護支援専門員協会の会員であること。 

 

２．発 表 件 数 

同一事業所から複数のお申込みも歓迎いたします。 

尚、同一発表者の応募は一つに限らせていただきます。 

 

３．発 表 採 択 

一般演題発表申込書、抄録原稿を頂き、採択については後日通知いたします。 

 

４．費     用 

参加費・旅費・宿泊費・資料作成費・郵送費等は各自のご負担となります。 

 

５．倫理的配慮 

①事例や調査に基づく研究発表の場合は、研究に活用したデータがプライバシーを侵害するおそれのある 

ものについては当事者に説明し、発表について了解を得ていることを抄録（資料）中に記述してください。 

この記述がない事例研究発表や調査研究発表は、採択されないことがあります。 

②事例や調査対象の記述に際して、個人や地名、団体、学校等の特定につながる記述をしないようにして 

ください。この配慮が不十分な発表は採択されないことがあり、また採択された場合であっても修正を求 

めます。 

③発表者が所属する機関の倫理委員会で承認された研究である場合は、その旨を抄録（資料）中に記載 

してください。 

 

５．演題申込方法 

①最初にインターネットを介しエントリーしていただき、次に抄録原稿等を送付していただきます。 

詳しくは、「抄録原稿の作成方法ならびに発表方法」をご覧下さい。 

②エントリー締切日：平成 30 年 4月 16 日（月）  抄録原稿等締切日：平成 30年 4月 27 日（金） 

 

６．分科会テーマ及びキーワード 

①演題発表希望分科会を次の各分科会テーマより選択して下さい。 

但し、内容によっては、希望分科会以外の分科会にて発表していただくこともございます。 

※各分科会テーマ趣旨などにつきましては、本開催要綱にてご確認下さい 

②演題発表内容におけるキーワードを各分科会キーワードより選択して下さい 

キーワードは、１つでも複数でも差し支えございません。 
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第１分科会 
介護支援専門員の未来像 

～望まれる人材育成について考える～ 

キーワード   

①法定研修・スキルアップ研修 

②実務研修見学実習 

③次世代につなぐための人材育成（OJT・キャリアラダー） 

④給付管理外ケアマネジメント 

⑤AI 等活用ケアマネジメント 

⑥経営管理とケアマネジメント 

⑦その他 

第２分科会 
認知症があっても地域で暮らし続ける 

～新オレンジプランにおける、介護支援専門員の必要性について考える～ 

キーワード 

①認知症への理解を深める普及・啓発 

②認知症の容態に応じた医療・介護等の連携 

③若年性認知症の取り組み 

④認知症介護家族への支援 

⑤認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくり 

⑥認知症の予防法、リハビリテーションモデル、介護モデル 

⑦認知症初期集中支援チーム・認知症地域支援推進員との連携・取り組み 

⑧その他 

第３分科会 
誰のための 何のための 地域包括ケアシステムか？ 

～地域共生社会に求められる介護支援専門員の役割を考える～ 

キーワード 

①介護支援専門員とソーシャルワーク 

②自治会・民生委員等との連携 

③地域診断・社会資源の創造 

④地域ケア会議 

⑤権利擁護 

⑥看取り 

⑦その他 

第４分科会 
施設と地域包括ケアシステム 

～地域の中の施設の役割から施設介護支援専門員を考える～ 

キーワード 

①地域包括ケアシステムにおける施設介護支援専門員 

②地域密着型施設の特性を活かした地域づくりの中の施設介護支援専門員 

③施設ケアマネジメント・チームケア 

④看取り期における施設介護支援専門員 

⑥在宅復帰支援と、居宅介護支援専門員との連携 

⑦その他 
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第５分科会 
いつでも、どのような時でも生活をつなぐ 

～災害時支援に関わる介護支援専門員の役割を考える～ 

キーワード 

①台風・豪雨災害、地震災害、その他の災害 

②災害対策・体制整備 

③災害時支援を通じた身近な地域連携 

④災害時対応マニュアル 

⑤被災者支援・災害時ケアマネジメント 

⑥災害支援ケアマネジャーの役割 

⑦その他 

第６分科会 
 医療とつなぐ、つなげる、つながる 

～医療連携におけるケアマネジメントを考える～ 

キーワード 

①治療を望まない利用者・家族への支援 

②病識が不十分な利用者・家族への支援 

③入退院時連携 

④重度医療を要する利用者の介護家族への就労支援 

⑤看取り期の支援 

⑥訪問診療・訪問看護との連携 

⑦医療連携における代弁機能 

⑧その他 

 

 

７．抄録原稿の作成方法 

（１）用紙大きさ及び使用枚数 

Ａ４（縦） １枚まで 

 

（２）様式の基本設定 

Microsoft Word で入力する場合には、以下の設定にて入力して下さい 

＜設定＞ 

・余   白     上 70mm 下 20mm 左 20mm 右 20mm 

            ※上余白部分には、別途、見出し（タイトル、氏名、所属先など）が入ります。 

・印刷の向き     縦 

・文字方向     横書き 

・文字数及び行数   23 字 32 行×2 列（２段組） 

・フォント     ＭＳ明朝 10.5 ポイント 
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（３）作成上の注意点 

①演題申込書には、必ず、演題タイトル、演題発表者の氏名・所属支部名（都道府県名）・所属先事業所名、 

共同研究者の氏名・所属先事業所名を記入して下さい。抄録集に記載します。 

②副題には前後に「〜」をつけてください。 

③抄録原稿用紙の枠内に収めてください。 

④発表する研究や取組みが、調査研究中または継続中で完了していなくても構いません。 

 

（４）提出にあたっての留意事項 

①一般演題発表の抄録は、全国大会誌に掲載し、参加者に配布致します。発表者は必ず作成方法に従い 

提出下さいますようお願いいたします。 

②発表内容が現行法規に違反する取組みであったというような事がないよう、事前に発表者の責任で制 

度確認を行ってください。また、現行の制度では規制されているが、このような事がご利用者の為に必要 

であるというようなことは、制度提案の形で発表していただいても構いません。 

 

８．応募演題の採択 

抄録原稿を主催者にて査読のうえ、採択を決定いたします。 

要否につきましては、５月１０日（木）頃までにメールにてお知らせします。 

 

９．当日発表用データ 

（１）当日発表データの作成について 

・抄録原稿とは別に当日発表データを作成してください。 

・大会で用意します PC はWindows PC となり、ソフトは Power Point となります。 

・Power Point の画面比率は４：３で作成してください。 

・Power Point の発表者ツールの使用は出来ません。発表資料は事前にプリントアウトしてお持ち下さい。 

・ご自身の PC をお持込の際は、電源アダプターを必ずお持ちください。又、プロジェクターとの接続は Mini  

D-sub 15pin タイプを使用致します。本体に上記端子が附属していない場合は外部出力端子（Mini D-sub  

15pin タイプ）も必ずお持ちください。 

・動画等がある発表につきましては、ご自身の PC をお持込頂く方が安全でございます。 

・Macintosh 等で作成したデータについては対応できませんのでご了承ください。 

・データの総量は 300MB（圧縮なし）までとし、スライド、枚数の制限はございませんが、持ち時間内で発表 

できるように勘案して作成してください。 

 

（２）大会抄録集以外の資料印刷等 

・当日発表データは、事務局では、資料としての印刷は行いません。この他、抄録以外に発表内容に関連 

する資料など印刷の必要がある場合には、ご自身で必要部数を印刷し、ご持参ください。 
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１０．演題発表の応募方法 

（１）応募などの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※原則としてメールでの対応（抄録原稿データの送付含む）とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国大会演題発表申込受付のホームページよりエントリーします。 

 URL・・・・http://fukuoka-cm.jp/ （福岡県介護支援専門員協会 ホームページ） 

 

 

 

エントリー締切日 平成３０年４月１６日（月） 

エントリー後、詳細事項について事務局よりメールにてご連絡します  

 

福岡県介護支援専門員協会 

 
検索 

↑こちらからもお申込みできます↑ 

①エントリー 

 事務局からの連絡を受け次第、抄録原稿の作成にとりかかって下さい 

 ※※抄録原稿は、エントリー前にも作成できますが、その際には、指定様式に沿って、作成 

して下さい 

 ※※指定様式は、全国大会専用ホームページ上からダウンロードもできます 

 抄録原稿が完成しましたら、メールで事務局から指定されたアドレスに抄録原稿を送付して 

 下さい。指定アドレスは、公表しておりません。 

 抄録原稿提出期限 平成３０年４月２７日（金） 

②抄録原稿の作成と提出 

 抄録原稿を査読し、実行委員会にて採択の要否を決定いたします 

 結果をメールにてお知らせします 

 採択決定通知 最終連絡日 平成３０年５月１０日（木）頃 

③採択決定通知 
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抄録原稿 様式例 

 
 

 

１列目 

・印刷の向き   縦 

・文字方向   横書き 

・文字数及び行数    

23 字 32 行 

・フォント  

ＭＳ明朝 10.5 ポイント 

２列目 

・印刷の向き   縦 

・文字方向   横書き 

・文字数及び行数    

23 字 32 行 

・フォント  

ＭＳ明朝 10.5 ポイント 

 

 
 

 
 
 
 
 

余白２０㎜ 
余白２０㎜ 

余白７０㎜ 

余白２０㎜ 

演題発表者名、所属先事業所名等 
見出しを記載します 
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余白２０㎜ 
余白２０㎜ 

余白７０㎜ 

余白２０㎜ 

演題発表者名、所属先事業所名等 
見出しを記載します 

（目的） 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
（対象） 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
（研究方法） 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
（倫理的配慮） 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

（結果） 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
（考察） 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
（結論） 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
（参考文献） 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

上余白部分（70㎜） 

見出しが入ります 

（タイトル、氏名、所属先など） 

抄録原稿様式 
様式イメージ 

 
※研究手法や小見出し等は自由に設定して下さい 
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１１．当日の演題発表に関する事項 

（１）全国大会参加申し込み 

演題発表者は、別途、全国大会の参加申し込みは、不要です。 

※空いている時間に大会に参加することはできます 

 

（２）事前打合せ 

演題発表者は、演題発表前日の７月１４日（土） １５：００～より事前打合せを行います 

事前打合せに間に合うようご来場ください 

 

（３）懇親会（任意） 

７月１４日（土） １８：００～より開催予定の懇親会にもご参加下さい。 

※懇親会費用につきましては、自己負担となります。 

 

（４）当日の発表方法について 

当日発表用データは、事務局でも準備致しますが、ご自身でも必ずご持参ください 

発表にあたっては、事務局が準備したパソコンを使用し、発表者本人に操作していただきます 

発表は、演題 15 分とし、質疑応答を 5 分といたします。全ての演題発表後、討論会の時間を設けます。 

発表者へは後日、詳細をお送りいたします。 

 

１２．演題発表応募にあたっての注意事項 

演題発表の応募は、インターネットを通じてのみとさせていただきます。  

書面による応募受付は行っておりませんので、ご了承下さい。 

まず、エントリーからお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．演題発表に関するお問い合わせ先 

公益社団法人 福岡県介護支援専門員協会  事務局 

   〒812–0016 

福岡県福岡市博多区博多駅南 2丁目 9-30 福岡県メディカルセンタービル 2F                  

TEL 092-431-4585     FAX 092-431-4577 

E-mail fukuokacm@tune.ocn.ne.jp 

     ※メールでのお問い合わせの際には、件名を「全国大会 演題発表 問合せ」として下さい 

 

 

 全国大会演題発表申込受付のホームページよりエントリーします。 

 URL・・・・http://fukuoka-cm.jp/ （福岡県介護支援専門員協会 ホームページ） 

 

 

福岡県介護支援専門員協会 

 
検索 

↑こちらからもお申込みできます↑ 

①エントリー（再掲） 
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